






































































































３）A.R.negandhi and S.B.prasad : Comparative Management 1971.につい
て（１），（２）「地域分析」（愛知学院大学・経営研究所）第１０巻第１
・第２号 １９７２年１月・６月。
４）Ｅ．ハイネン：経営経済学の意思決定志向的基礎理論〔訳稿〕「商学
研究」第１９巻第２号 １９７２年９月。
５）ポール・Ｅ・トーガスン，ロバート・Ｊ・クレーグ：バーナードの組
織概念〔訳稿〕「商学研究」第１９巻第３，４号 １９７３年５月。
６）チェスター・Ｉ・バーナードの組織論研究の一視角 日本経営学会編
『経営国際化の諸問題』１９７４年１０月。
７）管理論 日本経済学会連合会編『経済学の動向（下巻）』１９７４年１１月。
８）バーナードの文献解題「組織科学」第９巻第３号 １９７５年９月。
９）Ｃ．ＩバーナードとＬ．Ｊ．ヘンダーソン―日本バーナード協会（国際
バーナード協会日本支部）第１回研究発表大会報告をめぐって―「商学
研究」第２１巻第３号 １９７５年１２月。
１０）バーナードの理論的視座「経営と人事管理」（日本人事管理協会） 第
１８２号。
１１）バーナードの理論理解のための一考察「商学研究」第２２巻第１，２号
合併号 １９７６年１０月。
１２）チェスター・バーナード研究－「有効性」と「能率」の概念を中心と
して「経営と人事管理」第１８４号 １９７７年４月。
１３）チェスター・バーナード：技能，知識および判断〔訳稿〕「商学論集」
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（関西大学商学会） 第２２巻第５号 １９７７年１２月。
１４）ハーバード・サイモンの管理論－『経営行動』を中心にして－（１）
「経営と人事管理」第１９３号 １９７８年１月。
１５）ハーバート・サイモンの管理論－『経営行動』を中心にして－（２）
「経営と人事管理」第１９４号 １９７８年２月。
１６）バーナードの理論的視座〔第５２回 日本経営学会全国大会報告要旨〕
１９７８年９月。
１７） バーナードの理論的視座 日本経営学会編『日本的経営学と日本的
経営』１９７９年９月。
１８）経営管理の考え方 「地方自治職員研修」（公務職員研修協会）第１３巻
通巻１４８号。
１９）富士銀行のオンラインシステム 「専修経営研究年報」第９号 １９８５
年３月。
２０）オフィス・オートメーション化の経営組織と経営管理に及ぼす影響
「専修経営研究年報」第１０号 １９８６年９月。
２１）奥田健二：「自己組織化する経営」を聞いて「経営哲学論集」第５集
１９８９年９月。
２２）ケース・メソッドのすすめ「ニュース専修」第２３８号 １９８９年１２月。
２３）米山高生：「企業経営と相互主義」を聞いて 「経営哲学論集」第６集
１９９０年９月。
２４）那須幸雄：「マーケティングの新動向―新しい時代のテーマソング」
を聞いて 「経営哲学論集」第１０集 １９９４年８月。
２５）テーマセッション：プラグマティズムとフォレット―アメリカの精神
を問う 「組織科学」２９巻 １９９５年１０月。
２６）沢野雅彦：現代企業情報思想「経営哲学論集」第１１集 １９９６年１０月。
２７）鹿島秀晃：「日本型雇用システム論の歴史的解釈」を聞いて「経営哲
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学論集」第１７集 ２００１年９月。
２８）専修大学経営研究所中国企業実態調査（２００７年９月５日～８日）に参
加して激しく変わりゆく中国について感じたことを語る（ワーキング・
ペーパー）専修大学経営研究所 ２００８年７月。
２９）チェスターＩ．バーナード研究書誌（１）―その予備的作業― 「商
学研究」第２２巻第３号 １９７７年３月。
３０）チェスターＩ．バーナード研究書誌（２）「専修経営学論集」第６１号
１９９５年１０月。
【研究資料】
１）ケ－ス：勇敢な銀行員の分析と決定「経営と人事管理」第１７５号付録
１９７６年７月。
２）バーナード研究資料（１）～（１１）「日本バーナード協会ニュースレ
ター」第１号～第１１号，１９７７年３月；１９７８年５月；１９７９年６月；１９８０年
６月；１９８１年７月；１９８２年８月；１９８３年１０月；１９８４年９月；１９８５年１２
月；１９８７年９月；１９８８年１０月。
３）坂井正弘・村本芳郎著『ケース・メソッドに学ぶ経営の基礎』「専修
経営研究所年報」第１８集 １９９４年３月。
４）専修大学経営研究所台湾企業調査団に同行して―銘傳大学への訪問と
専修大学台湾校友会との交友に係わらせて一言―「専修経営研究年報」
第３１集 ２００７年３月。
５）岡田和秀教授との交友における幾つかの思い出「専修経営学論集」第
８８号 ２００９年３月。
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【その他】
１）温かさと激しさ 「めぐりあい」（山本安次郎先生喜寿記念文集）１９８２
年１０月。
２）健全な精神が不可欠「ニュース専修」第２１４号 １９８８年１月。
３）ストレスにご用心「ニュース専修」第２３３号 １９８９年５月。
４）学生部・学生厚生部の業務と課題―今後のあり方を中心に（：座談会）
「学生部のあゆみ」１９９０年１月。
５）セミナーハウスについて数言「学生部のあゆみ」１９９０年１月。
６）受講届けは慎重に「法政大学経済学部教学ニュース」第１８号 １９９０年
７月。
７）シンポジウム：テーマ「住む街・働く街・学ぶ街」「専大経営研究所
報」第９号 １９９１年２月。
８）シンポジウム１：テーマ「資産問題について」「専大経営研究所報」
第１０４号 １９９３年３月。
【学会報告】
１）Ｃ．Ｉ．バーナードの組織論研究の一視角〔日本経営学会〕１９７３年２月。
２）チェスターＩ．バーナードの組織論研究の一視角〔日本経営学会全国
大会〕１９７３年１０月。
３）小沼徹雄：「バーナードの組織学説に関する一考察：人間存在の個人
的・組織的二重性」〔組織学会〕（論評）１９７４年６月。
４）バーナードの理論理解のための一考察〔日本バーナード協会全国大
会〕１９７６年６月。
５）チェスター・バーナード―その基本問題と理論―〔日本経営学会〕１９７７
年９月。
６）バーナードの理論的視座〔日本経営学会全国大会〕１９７８年９月。
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７）小沼徹雄：「戦略とリーダーシップ―道徳的側面と技術的側面―」〔組
織学会〕（論評）１９８１年１０月。
８）浅野俊光：「日本における経営理念の発展―歴史的概念―」〔経営哲学
学会全国大会〕（論評）１９８５年１０月。
９）小沼徹雄：「組織経済学から仏教経済学へ―バーナードから道元へ
『場』的理解による創造的意志決定論を通して」〔組織学会〕〔論評〕１９８６
年６月。
１０）浅野俊光：「近代日本の経営理念―歴史的概念―」〔経営哲学学会全国
大会〕（論評）１９８６年９月。
１１）奥田健二：「自己組織化する経営」〔経営哲学学会全国大会〕（論評）
１９８８年９月。
１２）米山高生：「企業経営と相互主義理念―イギリス初期保険企業家の事
例を中心として―」〔経営哲学学会全国大会〕（論評）１９８９年９月。
１３）真野脩：「バーナードとサイモンの均衡論－サイモンの誤謬―」〔経営
哲学学会全国大会〕（論評）１９９０年９月。
１４）磯村和人：「組織におけるパーソナリティの問題―組織人格と個人人
格をめぐって―」〔組織学会〕（論評）１９９１年６月。
１５）「新しい国家」第一編と第二編を読んで―集団論と真の民主主義につ
いて〔フォレット協会全国大会〕１９９１年５月。
１６）谷口照三：「ホワイトヘッドとフォレット」〔フォレット協会全国大
会〕（論評）１９９２年７月。
１７）村田春夫：「組織倫理学提唱―組織の活性と人間の活動―」〔経営哲学
学会全国大会〕（論評）１９９２年９月。
１８）磯村和人：「個人化のプロセスと人格」〔日本バーナード協会全国大
会〕（論評）１９９２年１０月。
１９）小林敏男：「マネジメントの理想と現実」〔経営学史学会創立大会〕（論
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評）１９９３年５月。
２０）那須幸雄：「マーケティングの新動向―新しいマーケティング」〔経営
哲学学会全国大会〕（論評）１９９３年１２月。
２１）横沢利昌：「響存のマネジメント―山本経営学を介して―」〔経営学史
学会大会〕（論評）１９９４年５月。
２２）沢野雅彦：「現代企業の情報思想」〔経営哲学学会全国大会〕（論評）
１９９４年９月。
２３）阿部香・天津丁介：「プラグティズムとフォレット―アメリカ精神を
問う」〔組織学会〕（論評）１９９５年６月。
２４）杉山三七男：「レスリスバーガーの基本スタンス」〔経営学史学会大
会〕（論評）１９９６年５月。
２５）島田達己：「『情報化と企業倫理』と三戸公：情報と環境―随伴的結果
によせて」〔経営哲学学会全国大会〕（論評）１９９６年９月。
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